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受賞者コメント

大賞大賞
令和6年度 東京都女性活躍推進大賞

［事業者部門］
医療法人社団向日葵会
まつしま病院

●設立／平成５年12月　●所在地／江戸川区
●代表者／院長　星野 裕子　●正社員数／ 55人（女性55人、男性０人）
●事業概要／産科・婦人科・小児科・心療内科を標榜する一次医療機関

◎	当院は女性と子どもに寄り添う医療を提供する中で利用者との対話を大切にしてき
ました。彼女たちの語りから、女性と子どもの権利が軽視されていると感じる社会
の実態が見えてきます。女性と子どもの健康と権利を保証するために、これまでの
経験やスキルを活用し、ユースウエルネスKuKuNaでの取組を開始しました。

◎	東京都女性活躍推進大賞をいただけたこと、大変嬉しく、励みになり、当院の取組
を広く知っていただくきっかけになったと感じています。ユースクリニックが地域に
当たり前にある社会の実現を目指して、頑張っていきたいです。

子ども・若者の性や心身の健康を支える
“街の保健室”と“思春期外来”を開設

 

・	妊娠・出産・育児の支援に30年以上取り組む中で、人工妊娠中絶のケアやDV・性暴力への対応、児童
虐待予防など、若年女性が抱える課題に早期に介入する必要性を強く感じ、令和６年４月に子どもと若者
のための街の保健室「ユースウエルネス KuKuNa」と病院内に「思春期外来」を開設。

背景
経緯

ユースウエルネスKuKuNa室長

幸﨑 若菜さん

◆子ども・若者のための街の保健室「ユースウエルネスKuKuNa」
・ 	月に３～５回程度、子どもや若者が自由に訪れて性や健康・権利

について自ら学び、自由に過ごせる場（オープンユース）を無償提供
（支援者の見学も可能）

・ 	書籍やリーフレット、月経カップや避妊具を手に取って見られるよう
設置し、性に関する知識を提供

・ 	希望に応じて思春期保健相談士による個別のワンコイン相談（30
分500円・保険証掲示不要）を実施し、子どもだけでも気軽に相談
できる場を提供

◆性教育に関する教育活動
・ 	勉強会や性教育講演を実施し、地域社会全体で子どもの健康と権

利を守る風土を醸成

◆「思春期外来」の開設
・ 	日常生活や学校生活で困

難を抱えるケースに対応す
るため、病院内に「思春期
外来」を開設し、医療介入
を含めた専門的なサポート
を実施

◆子ども・若者への切れ目ない支援
	 オープンユース参加者：延べ362名
	 ワンコイン相談：20件
	 思春期外来受診数：38件

◆性教育に関する教育活動
	 勉強会：８回実施、参加人数延べ91名
　性教育講演：11回実施、参加人数延べ

723名（令和６年12 月時点）

取組内容 効果・実績

「オープンユース」で自由に過ごす参加者たち 性教育についての勉強会の様子
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受賞者コメント

大賞大賞

受賞者コメント

大賞大賞
令和6年度 東京都女性活躍推進大賞

［事業者部門］

東京ガス株式会社

●設立／明治18年10月　●所在地／港区
●代表者／取締役　代表執行役社長　CEO　笹山 晋一
●正社員数／ 6,480人（女性1,238人、男性5,242人）　
●事業概要／エネルギー・ソリューション、ネットワーク、海外、都市ビジネス

男性中心のガスエネルギー業界
全体における女性活躍を底上げ

・ガス事業中心の企業文化を変革し、多様な視点で価値を発揮するためにDE＆Iを推進。�  
女性活躍をその端緒と位置付け、男性中心の企業文化からの変革を実践。

背景
経緯

◆「取得率」だけでなく「期間」にも着目した男性育業推進
・	 男性が多い社員構成の中、男性育業を推進するため、「取得

率100%、取得期間１か月」を目標設定。達成に向けて「育
業推進の３本柱」を導入�

	 ①経済支援	 １か月以上取得者への給付金�
	 ②キャリア支援	 昇格規定改定	
	 ③職場支援	 フォローする同僚への評価

◆TVCM「家族の絆シリーズ」による社会への発信
・	 子育てに奮闘する共働き夫婦や育業パパをテーマとしたCM

を広く継続的に発信

◆中小ガス事業者向け合同研修
会等の実施

・	 女性が少ない業界特性を踏まえ、
合同研修会等を無償で実施し、他
社交流やロールモデルを提供

・	� 同業種で働く仲間との交流や意
見交換を通じて視野を広げ、各
社の女性活躍を推進

◆男性育業取得率・平均取得期間の向上
	� 取得率  令和２年：８％ → 令和６年（９月末）：100％�
　平均取得日数　約60日（令和５年度）

◆TVCM「家族の絆シリーズ」
	 男女が共に自分らしく成長できる社会の気運醸

成に寄与

◆ガスエネルギー業界全体の女性活躍を推進
	 参加企業での女性新卒採用人数や女性管理職比

率が向上

取組内容 効果・実績

男性育業について語る交流カフェ 中小ガス事業者女性向け合同研修会

◎	このたび、栄えある「東京都女性活躍推進大賞」を賜り、深く光栄に存じます。社内では
イントラネットでの周知にとどまらず、小池都知事より賞状を授与いただいている写真
を掲示したポスターを制作し、社員一同でこの喜びを分かち合いました。また、社外の
皆様より温かい祝意を数多くいただき、改めて受賞の重みと意義を実感しております。

◎	東京ガスグループは、多様な人材がその力を遺憾なく発揮できる組織の実現を目指し、「DE
＆I」を積極的に推進して参りました。その一環として、「全ての女性が意欲と能力に応じ、多
様な生き方を選択できる社会」の実現に向け、真摯に取り組んでおります。今回の受賞は、
グループ全体の変革と社員一人ひとりのたゆまぬ努力が結実した証と受け止めております。
この栄誉を励みとし、多様性をさらなる力へと昇華すべく、一層の精進を重ねて参ります。

常務執行役員　DE＆I推進担当　

小西 雅子さん
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受賞者コメント

大賞大賞

受賞者コメント

大賞大賞
令和6年度 東京都女性活躍推進大賞

［地域部門］
特定非営利活動法人
せたがや子育てネット

●設立／平成16年11月　●所在地／世田谷区
●代表者／代表理事　松田 妙子
●事業概要／地域の子育てネットワーク形成

地域団体・支援者のネットワークで、
地域全体の子育ての困りごとを解決

・子育ての困りごとを地域の力で解決するため地域で活動する多くの子育て支援者・団体のネットワーク
形成に向けて20年に渡り活動。

背景
経緯

◎	区民版こども子育て会議などに注目いただけたことは、普段黒子であることが多い私たち
中間支援組織にとって大きな励みとなりました。

◎	今回の受賞がきっかけで、幣団体に関心を持っていただいたり、人材募集に多様な働き
方を求める女性の応募が増えたりするなどの反響がありました。

◎	今後も、より働きやすい職場環境の整備はもちろん、地域の団体や行政と連携しながら、子
育てしやすい地域づくりを通じて、女性活躍推進に貢献できたらと思います。代表理事

松田 妙子さん

◆子育てネットワークの形成
・	 団体、個人、行政、企業等が連携して地域課題の解決に取り組むことを

目的に、「せたがや区民版 子ども子育て会議」を年４回程度開催。子育
てにまつわる多様な主体をつなぎ、団体同士の連携による多様な取組
が実現

◆独自性のある新規事業を多数発案
・「赤ちゃんを連れて学校へ行こう！」�  

ママパパが赤ちゃんを連れて中学校を訪問し、生徒たちと交流する体
験型授業を実施

・	 学生ボランティアの人材育成事業�  
乳幼児親子が集う「おでかけひろば」を中心に、学生ボランティアを随
時受入れ、若者のキャリア形成を支援

◆団体、個人、行政、企業等様々な主体
の連携を促進

	 「せたがや区民版 子ども子育て会議」
には、各回約50団体、100名程度参加�

	 区から依頼を受け、ワークショップを開
催して幅広い意見を「世田谷区 子ども・
子育て応援都市宣言」に反映

◆「赤ちゃんを連れて学校へ行こう！」	
参加した区内中学生1,100人

	 参加ボランティア親子総数168組

取組内容 効果・実績

「せたがや区民版 子ども子育て会議」 赤ちゃんと交流する中学生たち 絵本の読み聞かせをする学生ボランティア
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受賞者コメント

優秀賞優秀賞

◎	創業以来、医薬品の製造・販売を通じて人々の健康と明日の医療に貢献することを使命
としつつ、社員一人一人がその能力を最大限に発揮できる環境整備に力を注いで参りま
した。

◎	受賞で御評価いただきました、健康施策、ワークサポート応援金制度、性教育副教材の
無償配布について、社内気運の高まりはもとより、社外からも大きな関心を寄せていただ
き、改めて取組の重要性を認識する機会となりました。

◎	私たちは、これまで培ってきた医学の知見を活かし、「女性の健康」という視点から社会
全体の女性活躍推進に貢献できるよう、今後も取組を進めて参ります。

代表取締役社長

山口 惣大さん

令和6年度 東京都女性活躍推進大賞
［事業者部門］

あすか製薬株式会社

●設立／大正９年６月　●所在地／港区
●代表者／代表取締役社長　山口 惣大
●正社員数／ 717人（女性217人、男性500人）　
●事業概要／医薬品の製造、販売等

製薬会社としての知見を活かし、
女性活躍の礎となる健康を促進

・�女性のライフステージにおける健康を生涯にわたりサポートする企業として、企業内外の女性活躍推進を
重要な課題と位置付け。「女性、キャリアやシニアなど多様な人材が活躍できる環境づくり」を目標に取組
を実施。

背景
経緯

◆「不定愁訴」や「がん」の早期発見に向けた健康経営
・	「不定愁訴」や「がん」の早期発見を目的とした検査を毎年項目を変え

て、定期健康診断に組み入れ実施
・	 検査後の行動変容につながるよう食事施策や講演会等を実施
・	 万が一「がん」に罹患しても仕事と両立できるよう、会社が費用を負

担し「がん保険」等に加入

◆「ワークサポート応援金」でサポート従業員を支援
・	 経営トップと従業員の意見交換会での対話により、「ワークサポー

ト応援金」を創設。ライフイベントによる休職者をサポートした従
業員に、その貢献度に応じて半年ごとに最大10万円を支給

◆社会へ発信する「女性のた
めの健康ラボMint＋」

・	  �webサイトにおいて、女性
のカラダとココロや疾患に
関する正しい情報を発信

・	  �高等学校向けに保健体育
副教材を作成し、無償配布

◆休職者がいる組織への支援�  
「ワークサポート応援金」支給実績対象者：15

名、支給総額：84万円（令和６年４月～９月分）

◆教育現場での性教育の啓発
　高等学校向け保健体育副教材配布実績　

延べ2,143校、約80万部（令和２年度～
令和６年度）

取組内容 効果・実績

経営トップと従業員の意見交換会 高等学校向け保健体育副教材
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受賞者コメント

優秀賞優秀賞

受賞者コメント

優秀賞優秀賞
令和6年度 東京都女性活躍推進大賞

［事業者部門］

伊藤忠商事株式会社

●設立／昭和24年12月　●所在地／港区
●代表者／代表取締役会長CEO　岡藤 正広
●正社員数／ 4,098人（女性1,026人、男性3,072人）
●事業概要／卸売業（総合商社）

進化する働き方改革と性別を問わない
個別支援により、女性活躍を推進

・他社に先駆け女性活躍推進に取り組む一方、女性の受入環境が整わない中で女性活躍推進を進めた結
果、早期離職につながるケースも発生。現場の声を受け、「働き方改革」の絶え間ない進化と「個別支援」
の充実に取り組む。

背景
経緯

◆「朝型フレックスタイム制度」による働き方改革
・	20時以降の残業を禁止・朝８時以前の早朝勤務を推奨。９

時から15時をコアタイムとし、15時以降の早帰りを促進
・	朝８時前出勤者には深夜勤務と同様の割増賃金、軽食を無

料配布

◆女性登用に向けた個別支援
・	 早期復職にかかる追加コスト（保育園代等）を補填するため、

「育児両立手当」を支給
・	 海外駐在への挑戦を支援するため、駐在期間中の卵子凍結

の一部費用補助等を実施

◆「職域学童保育」の実施と地域開放
・	社員の声を受け、小学校１〜４

年生を対象に「職域学童保育」
を実施

・	近隣区立小学校児童にも提供

◆社内の働く意識や職場の習慣の変革
	 ８時前勤務社員55％、15時以降早帰り利用社員

15％、22時以降在館社員０％（令和５年度）

◆女性総合職・海外駐在員数の増加
	 女性総合職社員比率�  

平成18年度：3.7％ → 令和５年度：11.9％
	 女性海外駐在員数�  

平成20年度：11名 → 令和５年度：55名

◆「職域学童保育」
	 春・夏休み期間の安全な居場所の確保や学習サ

ポート、SDGsプログラムを延べ550名に提供

取組内容 効果・実績

◎	これまでの取組が評価され優秀賞を頂いたことを大変嬉しく思います。
◎	当社は、総合商社の中で最も従業員の数が少ない商社です。そのため、社員一人一

人の生産性向上を目指して働き方改革を推進して参りました。女性活躍推進もその
一環であり、男女問わずキャリアを諦めずに活躍できる環境づくりを進めています。

◎	今後も、女性活躍推進を含めた働き方改革を継続し、「日本一良い会社」を目指していき
ます。また、社会課題の解決のため、当社の朝型勤務や女性活躍推進の各事例をホーム
ページや講演を通じて社会に発信して参りますので、皆様の御参考になれば幸いです。代表取締役　副社長執行役員CAO

小林 文彦さん

朝8時以前に出勤した社員には軽食を無料配布 「職域学童保育」で学ぶ小学生たち
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受賞者コメント

優秀賞優秀賞
令和6年度 東京都女性活躍推進大賞

［事業者部門］

株式会社朝日新聞社

●設立／明治12年１月　●所在地／中央区（東京本社）　
●代表者／代表取締役社長　角田 克
●正社員数／ 3,248人（女性738人、男性2,510人）　
●事業概要／新聞・デジタルメディアによるコンテンツ事業、展覧会などのイベント事業、不動産事業

「ジェンダー平等宣言＋」を策定し、
女性リーダー育成の取組を加速

・�日本のジェンダー格差指数が111位に低下したことに危機感を覚え、平成29年から国際女性デーを中心
にジェンダーを考える報道キャンペーンを開始。

・�責任あるメディアとして、自らの発信や足元の組織においても多様性を確保すべきとの記者たちの提案を
受ける形で、令和２年に「ジェンダー平等宣言」を策定、公表。

背景
経緯

◆自らの発信と組織における多様性の確保
・	 多様性確保を目指した「ジェンダー平等宣言」に続き、「ジェンダー平

等宣言＋」を策定し、女性のいない会議をつくらない、部門別女性登用
数値目標の公開、若手社員育成のためのジョブシャドーイング研修等
を実施し、宣言内容の達成度を公表

◆報道キャンペーン「Think Gender」の展開
・	 毎年３月８日の国際女性デーの紙面で、ジェンダーを考える記事と、女

性の活躍を応援する広告を同時に多面展開するキャンペーンを実施
・	 令和６年国際女性デーでは、創刊以来初めて新聞題字を「ミモザの

花」に特別デザイン。ジェンダーを学ぶ教材として特別編集版を製
作し、大学講義等での活用や教育現場に教材として提供

◆報道の多様性の確保�  
「ひと」欄に登場する人物の女性比率�  
令和元年※：28.4％ → 令和５年度※：45.2％　
※集計期間が異なる�

	 朝日地球会議登壇者の女性比率�  
令和元年：35.8％ → 令和６年：45.0％

◆意思決定層の女性の増加
	 女性管理職比率　�  

令和２年：12.0％ → 令和６年：16.5％�
	 女性ゼロ会議の割合�  

令和５年：26.3％ → 令和６年：18.9％

取組内容 効果・実績

◎	2020年にジェンダー平等宣言、2022年にジェンダー平等宣言＋を公表して以降、責任あ
るメディアとして足元からの多様性の確保に取り組んできましたが、東京都から評価してい
ただいたことを大変心強く思います。今回の受賞は、女性の管理職登用など、これまで思う
ようには進まなかった社内の取組を後押ししてくれています。

◎	今年4月の人事で本部長や局長など部門のトップに複数の女性が就任しました。ジョブ
シャドーイング研修生を中心に、社外の方とともに多様性を考える勉強会もスタートしま
す。社内の風景は変わりつつあります。代表取締役社長

角田 克さん

ジョブシャドーイング研修に臨む社員 スマホでも学べるジェンダーの教材
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受賞者コメント

優秀賞優秀賞

受賞者コメント

優秀賞優秀賞

●設立／令和３年８月　●所在地／豊島区
●代表者／代表理事　越智 未空
●事業概要／家族留学事業等の運営

子育て家庭への「家族留学」体験を通じて、
若い世代のライフデザインを支援

・�当時大学１年生だった創業者が、学校や企業選びは多様な選択肢を体験できる機会がある一方で、結婚
や子育てについては多様な選択肢に触れる機会が非常に少ないことに課題意識を感じ、団体を立上げ。

背景
経緯

◆「家族留学」事業の運営
・	  �ライフステージごとの悩みをもつ若者が、子育て家庭の１日に

同行し、子どもとの触れ合い体験や多様なロールモデルとの出
会いを通して「結婚・子育て」と「働く」の両面から自身の将来
設計と向き合う体験型プログラムを提供

◆「ライフデザインセミナー」の企画・運営
・	  �これから結婚・子育てを迎える若者を対象とし、結婚・子

育てなどを含む自らの将来像を具体的に描けるようになるよ
う、職業・結婚・子育てに関連する知識の提供や、参加者
自身が将来のライフキャリアを考えるワークを実施

◆結婚や子育てに関する意識変容
	 これまで参加者911名と約600の受入れ家庭
（うち都内234家庭）をマッチング※。

	 「家族留学」参加者の約９割が「共働き・仕事と
の両立をすることへの不安が解消された」「職場
の子育て中の社員や街で見かける子連れ家族に
対しての思いやりや配慮が強まった」と回答�

   （令和６年12月時点）�

◆男性の家事育児促進
	 「家族留学」事業には、カップルや男性単独での

参加者も多く、男性の家事・育児促進に寄与

取組内容 効果・実績

令和6年度 東京都女性活躍推進大賞
［地域部門］
特定非営利活動法人
manma

◎	10年前、都内の学生たちで立ち上げた「家族留学」が、10年の歩みを経てこのような形で
評価いただけたことは、私たちにとって大きな喜びです。受賞後には、これまで活動を支え
てくださった皆様から温かい言葉を多くいただき、大きな励みとなりました。

◎	「若い世代が、将来の家族や生き方について考える機会を社会に広げたい」という思いを
胸に、今後は家族形成に関する体験型ライフデザイン支援の社会実装に向けて、全国の
自治体・大学・企業と連携しながら、取組を更に加速させていきたいと思います。

代表理事

越智 未空さん

子育て家庭の自宅での交流 ライフキャリアについて質問する様子 1日の交流で仲良くなってお別れする様子
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受賞者コメント

特別賞特別賞
令和6年度 東京都女性活躍推進大賞

［事業者部門］

巴山建設株式会社

●設立／昭和53年４月　●所在地／調布市
●代表者／代表取締役社長　巴山 一済
●正社員数／ 58人（女性５人、男性53人）　
●事業概要／建設業

・人手不足や高齢化が課題となる建設業界において、若手や女性の人材の活躍を重要視。
・「�工事現場に関わる仕事には女性の活躍も必ず必要となる！」との社⾧の構想により、女性の働きやすい

環境を整備。

背景
経緯

◆女性社員の採用強化と労働環境整備
・	 社長のトップダウンにより、女性の採用を本格化
・	 男性の多い建設現場において、女性社員の声を経営者に

届けスピーディに実現する取組「ともやま小町」を実施

◆女性の視点を生かした「建設現場視察プロジェクト」
・	 誰もが気持ちよく働ける・地域に安心感を与える現場づ

くりを目標に、現場に従事する女性従業員が現場の雰囲
気や衛生面、安全面などをチェック

・	 令和６年10月より内勤女性による視察も開始し、現場職
員とは異なる一般的な視点からの指摘を加える形に進化

◆「現場体験」等の実施
・	 高校生・専門学校生に向

けた「現場体験」・「建設
業に関する授業」や、中
学生の「職場体験」の受
入れを実施

◆工事現場環境の向上
・	� 髪の毛を結んだまま被れる軽い女性専用のヘルメッ

ト導入、冬季での電気毛布の支給等
・	� 工事現場の男性トイレと女性トイレが隣接しているこ

とを指摘し、離れた場所へ設置

◆若年層に向けた普及啓発
・	� 女性CADオペレーターによるICT講習や、女性施工

管理職から仕事内容を説明
・	� 40名の中高生・専門学校生に多摩地域の建設業界

における女性活躍をPR（令和５年度）

取組内容 効果・実績

女性の働きやすい労働環境を整備し、
建設業の担い手不足に対応

◎	このたび「東京都女性活躍推進大賞」特別賞を賜り、大変光栄に存じます。�  
建設現場において、女性が働きやすい労働環境の整備を推進する当社の取組を高く評価
していただき、心より感謝申し上げます。�  
受賞後には、多方面から当社の取組に共感する声が多く届いており、メディア取材や現場
視察のご依頼などをいただき、関心の高さを実感しています。

◎	今後は育児期の柔軟な勤務制度などをより充足させ、誰もが安心して働ける環境づくりに
努めて参ります。この受賞を励みに、女性が働きやすい現場環境のより一層の充実を図ると
ともに、当社の取組を多摩地域で普及啓発し、建設業の発展に向け邁進して参ります。

代表取締役社長

巴山 一済さん

建設現場にある女性専用休憩室 女性CADオペレーターによるICT講習
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